
 

 

 



「タイムスリップ！昭和遊び広場」 

 

概要：大船駅笠間口前スペースを会場に、小学１年生から３年生までの子どもを対象として

昭和時代に親しまれていた昔遊びを、鎌倉女子大学生が地域の方や鎌倉市役所職員

のサポートを得ながら、教え遊ぶイベント。「お絵かきお手玉」、「手作りけん玉」、「ト

ントン相撲」を各 15 分 体験する。お手玉は地区社協ボランティアの方々が講師と

なった。自由参加コーナーにはけん玉、だるま落とし、輪投げを用意し、年齢に関わ

らず楽しめる場所を用意した。また、「昭和の大船」写真展を会場内で行った。 

 

目的： 

（１）多くの人が行き交う大船駅笠間口前で、イベントを開催し、コミュニティーの活性化 

を図る。 

（２）近年、スマートフォンやテレビなどのデジタル機器の使用が増え、子どもたちが身体 

を動かしながら他人と関わるアナログな遊びを体験する機会が減少傾向にある。ま

た、異世代との交流が減るなど、社会性を養う機会も減っていると思える。このよう

な状況をふまえ、地域との交流をテーマとし、以下のような狙いとした。 

・子どもたちが昔遊びを体験し、世代を超えた交流を感じること。そのため、子ども、

学生だけでなく、高齢の方にも参加していただく。 

・道行く人々が立ち寄りやすい、あたたかい雰囲気をつくること。 

 

来場者数：体験コーナー：40 名（事前予約、当日参加の合計） 

自由参加コーナー：46 名（体験コーナーから流れてきた人も含む） 

昭和の大船写真展：212 名（立ち止まって見た人のみをカウント） 

 


